
 

 

 

＜テーマ＞研究授業に向けて，プランシート（大まかな学習プランを各教員がまとめたシート）や模擬

授業の実施等を行い，算数経営の質を高めた一連の取組（登米市立佐沼小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の実態把握 

（学級） 

プランシートの提示 

プランシートを活用

して，事前検討会 

先行授業 

（全校授業研究会・ 

学年部授業研究会） 

事後検討会 

（全体・学年部） 

学年ごとに指導案の

再検討 

研究授業〈指導主事学

校訪問〉（学年部・全体） 

研究協議会 

（学年部・全体） 

・研究授業を実施する学級は，本時の授

業にかかわる意識調査とまとめた表や

レディネステストをまとめた表を作成

する。 

・授業者は，本時の授業内容やねらい，

児童の実態等を説明し，他の学級所属の

教員にプランシートの作成を促す。 

・プランシートの提示をしながら，本時

の授業プランを説明する。ねらいや視点

等の整合性についても，この場で明確に

していく。その後，授業者が指導案を作

成し，学年部で模擬授業を実施する。 

・先行授業を実施する前に，指導案の検

討を再度，学年で行う。指導案を作成し

た学級以外のクラスで，先行授業を実施

する。 

・全校での事後検討会を実施する際，

マトリックス表を活用した話し合いを

行う。今年度は東北福祉大学石原教授

に指導助言を頂く。 

・事後検討会での成果と課題を踏まえ，

指導案の再検討を行う。さらに，研究授

業の教員が他の学級で代行授業を行う。 

・先行授業や代行授業での成果と課題を

踏まえ，研究授業を行う。今年度は，6

月と 9月の指導主事学校訪問と 11月の

公開研究会で実施。 

・全校や学年部でマトリックス表を活

用した事後検討会を実施。成果と課題

を明確にし，日々の授業や次の研究授

業に行かせるようにする。 

５ 


